AWMSIl 専用充電式バッテリー PowerPack 


AWMSI 博用充電式バッテリー 

PowerPack (パワーパック） 

AWMSI 傳用パワーパックを正しくま全にお使いいただくために、ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読み 
し、ただくとともに必ず保をしてください。 


取扱上のを意事項 

バッテリーは、エネルギーを持っています。バッテリーを正しく安全にご使用いただくために、使用前に必ず取扱説明書およびを意書きをよくお読み 
ください。また、お読みいただいた後は大切に保管し、必要な時にお読みください。なお、取扱説明書やを意書きが十分にご理解いただけない場合に 
は、問い合わせ先まで、ご連絡ください。読まずに御使用されますとバッテリーを漏液、発熱、爆発させたり、人身を損傷させる原因となることがあ 
ります。 


取り扱いを誤った場合に、使用者が死 t または重傷を負うを険が生じること力《想定され、力、つを険発生時の 
緊急性(切迫の度合い)が高い限定的な場合(高度なを険を含む)。 


A \ 危巧 


♦このバッテリーの充電は、専用充電器を使用してください。その他の充電器 
で充電するとバッテリーを漏液、発熱、破裂させる原因となります。 

♦このバッテリーは、プラス•マイナスの向きが決められています。充電器や 
機器に接続するときうまくつながらない場合は無理に接続しないでくだ 
さい。プラス•マイナスを逆に接続すると、バッテリーを漏液、発熱、破裂さ 
せる原因となります。 

♦バッテリーを電源コンセントや自動きのシガしットライターの差し込み口 
に直接接続しないでください。バッテリーを漏液、発熱、破裂させる原因 
になります。 

♦バッテリーを火の中に投入したり、100でが上に加熱しないでください。 
バッテリーの破裂や電解液の飛散の原因となり危険です。 

♦バッテリーに直接八ンダ付けしないでください。安全機構の破裂の原因 
となり危険です。 

♦バッテリーを分解、改造しないでください。バッテリーには危険防止のた 
ゆの保護装置が組み込まれています。これらを損なうとバッテリーの発熱、 
破裂の原因になります。 


A 警告 


♦このバッテリーは水や海水につけたり濡らさなし巧ください。バッテリーを発 
熱させる原因になる恐れがあります。また、バッテリーをサビさせるこ 
とがあります。 

♦バッテリーの外装をはがしたり、キズをつけたりしないでください。バッ 
テリーのシヨートや漏液、発熱、破裂の原因となります。 

♦充電の隙に所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合には、充 
電をやゆてください。過度に充電され、バッテリーを漏液、発熱させる原 
因となります。 

♦このバッテリーが漏液したり、蜜色•蜜形、その他今までと異なることに気 
力、"ついたときは使用しないでください。バッテリーを漏液、発熱させる原 
因となる恐れがあります。 


♦バッテリーのプラス端子とマイナス端子を針金などの金属で接続しない 
でください。また、金属製のネックしスやへヤピンなどと一緒に持ち運んだ 
り保管しないでください。バッテリーがシヨート状態となり過大な電流が 
流れ、漏液、発熱、破裂の原因となります。また、針金、ネックしス、ヘアピ 
ンなどの金属が発熱する原因となります。 

♦このバッテリーは内部にアルカリ液を保持しています。このバッテリーの 
液が目に入ったときは、失明の原因となりますので、こすらずにすぐにき 
れいな水で十分洗ったあと、直ちに医師の治療を受けてください。 

♦このバッテリーは AWMSI 博用です。 AWMSIl が外には使用しないでくだ 
さい。バッテリーを漏液、発熱、破裂させる原因となります。 

♦使用済みのバッテリーは、リサイクルします。使用済みバッテリーの回収- 
リサイクルについては、「バッテリーパックのリサイクルにご協力ください」 
をご覧ください。なお、返却時には、端子の部分にビニールテープなどを 
巻し、て絶縁してください。使用済みバッテリーでも電気エネル半一が残っ 
ていますので、端子の絶縁をしておかないと爆発や、火災の原因となるこ 
とがあります。 


♦このバッテリーは内部にアルカリ液を保持しています。このバッテリーの 
液が皮膚や衣服に付着した場合には、皮膚に障害を起こす原因となりま 
すので、直ちにきれいな水で洗い流してください。 

♦正しく充電をしてもすぐに電気がなくなるような場合は、バッテリーの寿 
命と考えられます。その場合は、すぐに新しし V くッテリーと交換してくださ 
し、。交換時期を過ぎて使用した場合、バッテリーの内部短絡、温度上昇 
などバッテリーを漏液、発熱、破裂させたり、充電器の故障の原因となる 
場合があります。 


取り撒いを誤った場合に、使巧者力《死 t または重傷を負う危険の状態が生じることが想定される場合。 


^ r 取り撒いを誤った場合に、使用者力 《 傷害を負うかまたは物的傷害のみが発生する危険状態が生じることが 

汪届 I 想定される胃合。 


♦このバッテリーの充電、保を時の温度範囲はつぎのとおりです。この充電 
温度範囲が外では、バッテリーを漏液、発熱させる原因となる恐れ力 《 あり 
ます。また、バッテリーの性能や寿命を低下させることがあります。 

充電時:〇〜40で保を時の周团温度:-20〜+日0で 

♦このバッテリーを直射日光の強いところや、炎天下の車内•ストーブの前 
面など60でが上になる高温の場所で使用•放置しないでください。バッ 
テリーを漏液させる原因となる恐れがあります。また、バッテリーの性能 
や寿命をイ居下させることがあります。 

♦このバッテリーを冷えたままのでが下)や、寒い戸外のでが下)で充電し 
ないでください。バッテリーを漏液、発熱させる原因となる恐れがありま 
す。また、バッテリーの性能や寿命をイ坛下させることがあります。 

♦バッテリーに強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないでください。バッ 
テリーの漏液、発熱、破裂の原因となる恐れがあります。 

♦このバッテリーのご使用後は、機器のスイッチを必ず切ってください。バツ 
テリーを漏液させる原因になる恐れがあります。 


♦バッテリーは乳幼児の手の届かないところに保管してください。また、ご 
使用時に乳幼児が充電器や機器からバッテリーを取り出さないように注 
意してくださし、。 

♦このバッテリーをル児力た'使用の場合は、保護者の方がお扱説明書の内 
容を十分にお教えの上ご使用ください。また、使用の途中においても、取 
扳説明書の方法で使用されているかご注意ください。 

♦このバッテリーを使用しない場合や、長期間機器を使用しない場合には、 
使用機器からバッテリーを取り出して、-20で〜+日0での湿気の少ない 
場所で保管してください。バッテリーをつないだままにしておくと、バッテ 
リーを漏液させる原因となる恐れがあります。また、サビの発生やバッテ 
リーの性能や寿命をイ居下させることがあります。 

♦6 ヶ月が上の長期保ちの場合、自己放電による漏液防止のたゆ、最低1 
年に1回の充電を巧ってください。 


内容物を確認してください 


〇 


もし、開«時に損傷などが発見された場合や内容物が不足していると 
きは、そのままの状態を保ち、ただちにお買い上げになった販売店か取 
扱店までご連絡くださし、。そのままでのご使用はおやめくださし、。また、 
箱や ffl 包材は、後日の修理メンテナンス等が必要になった場合のた 
めに保管しておくことをおすすめします。 



パワーパック 


:重要 新しいバッテリーはおず最低4時間充電してください。充電の方法は「充電の方法」をご覧くださし、。 


お手入れの方法 


定期的にお手入れをする必要はありませんが、お手入れをする場合は、はじめにケーブルを外して、おず乾いたやわらかい布で表面 
の;'ちれをふき取ってください。湿った布は絶畑こ使用しなしげくださし、。 
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充電の方法 


新しし N パワーパックはおず最低4時間充電してください。バワーバックは;'肖耗品です。完全に充電された新しし V のーパックは、約12 
時間 X 使巧できますが、充電、放電をくり返すうちに完全に充電しても使用できる時間が徐々に短くなってきます。2回目からの充 
電はパワーパックに残っている電気の残量によって変わりますが、約3時間程度で充電が終了します。 

X 完全に充電された状態で FM 、 AM ラジオを、ボリューム30な下で再生した場合。 


充電中バヮーパックと専用バッテリーチャージャーは、部分的に高温になります。故障 
^ ではありませんが、熱により変形、変質しやすい素材を高温部に接細させないでくださ 
/db し^。また、充電中のパワーパックや、バッテリーチヤージヤーが長時間肌に触れてい 

るとほ温やけどを起こす場合がありますので、十分ごを意ください。 



G ') DC 入カコネクターに、専用バッテリーチヤージヤーの電源出カコードのプラグを差し込みます。 

& AC 電源コードのルさい端を専用バッテリーチヤージヤーに差し込みます。 インジケーター 

ご家庭の商用1 00 V コンセントに AC 電源コードのプラグを差し込みます。 

充電の進抄状況はインジケーターで知ること力《できます。 


-( 參ミ〇 〇 〇 〇を 


^バッテリーが完全になくなっている場合、充電を開始してから約30秒は、インジケーターが全く点灯しません。 
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インジケーターが 1 つ点滅している場合……1〜25〇/〇 

インジケーターが 2 つ点滅している場合……26〜50% 

インジケーターが 3 つ点滅してし、る場合……51〜75% 

インジケ—夕—が4つ点滅して し、 る場合……76〜99% 

すべてのインジケーターが消灯 . 1000/〇 


インジケーターが全て消灯したら電源を外します。 


残量の確認 


残量をチェックずるにはテストボタンを巧します。残量に応じてインジケーターが約3秒点灯しまず。 
テストボタン 
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インジケーターカ巧つ点滅している場合‘ 


インジケーターカ 《4 つ点滅している場合‘ 
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76〜1000/〇 



I 仕様1 

1外 

形寸 

法 

170 ( W ) x 45( H)x 148( D ) 


質 


量 

1.6 kg 


付 

属 

品 

専巧バッテリーチャージャー xl 
専巧 AC 電源コード xl 


電 

力定 

格： 

ノくツテリー （12 VDC 、8.0 Ah ) 

バッテリーチャージャー ( AC 100 V 〜 240 V 、 己 0/60 HZ 、 1 .2 A ) 


■ バッテリーのリサイクルにご協力ください ！■ 

〇使用済みパヮーバックは、リサイクル協力店に設置してあるか形充電式電池「リサイクル BOXj に入れてくださし^。詳しくは、一般社団法人 JBRC ホームぺージ 
(h け p :// www . jb 「 c . com ) をごらんくださし、。弊社は、一般社団法人 J 巨 RC に加盟し、リサイクルを実施しています。 

〇使用済み充電池をリサイクルする際の注意とお願い 

•使巧済みパワーパックは、シヨート(短絡)防止のため端子部分にビニールテープなどを貼る等の絶縁処理を行ってくださし、。 

•リサイクル BOX に入れるとき肤乾電池などの他の電池を混ぜなしげくださし、。 

•バワーパックを火中に投じると破裂のおそれがありますので、絶対になさらないでください。 

ボーズ株式会社 http://www.bose.co.jp/ 

干1 50-0044 東京都渋谷区円山町 28-3 お谷 YT ビル 

•説明の便宜上'イラストは実物と異なる場合があります。 お客様専用ナビ ダ、 イヤ J し 2!, 日 570-080- 日21 

参弊社取扱が外の製品は、保証の責任を負いかねますのでごを意ください。 PHS 、 IP 電話からは 、 Tel 03-日 489-095 己へおかけください。 

参仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。 
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